
② 入試区分

③ 出題科目

④ 出題の意図

①薬学部・香川薬学部

公募推薦Ⅱ期

生物基礎・生物

細胞・膜輸送・遺伝子増幅・血糖調節・生態など、生物学の基礎
概念について総合的な理解を評価することを目的としている。単
なる用語暗記ではなく、図表や実験結果を読み取り、生命現象を
論理的に考察する力を重視している。また、PCR 法や糖尿病な
ど、医療・薬学と関連の深い題材を通して、薬学部で必要となる
科学的思考力、データ解析力、および生物学的知識の応用力を測
ることを意図した出題である。



1徳島文理大学 2026 公募Ⅱ薬・香薬 生

生物基礎・生物
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8徳島文理大学 2026 公募Ⅱ薬・香薬 生



8 9徳島文理大学 2026 公募Ⅱ薬・香薬 生
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14 15徳島文理大学 2026 公募Ⅱ薬・香薬 生



1徳島文理大学　2026　公募Ⅱ　薬・香薬　生

生物基礎・生物	 推薦Ⅱ期

［Ⅰ］
問 1
⑴　エ ⑵　イ ⑶　ウ ⑷　ア ⑸　オ

問 2
ア：リン脂質 イ：親水 ウ：疏水 エ：流動モザイク オ：チャネル
カ：アクアポリン　または　水チャネル

問 3　　能動輸送

問 4　　⑵

問 5　　キ：細胞内共生　または　共生

問 6　　⑶，⑹

問 7　　⑷

［Ⅱ］
問 1
ア：複製 イ： 1本 ウ：アニーリング

問 2　　DNAポリメラーゼ

問 3　　⑹

問 4　　⑷

問 5　　56 本（2n = 14 ,   n = 7 ,   7 × 8 = 56 本）

問 6　　⑶

問 7
エ：10 オ：2.0

問 8 　　⑷

問 9　　⑴，⑷

［Ⅲ］
問 1
ホルモンａ：グルカゴン
ホルモンｂ：糖質コルチコイド　or　コルチゾール
ホルモンｃ：インスリン

問 2
ホルモンａ：⑶
ホルモンｂ：⑷

問 3　　⑶，⑸

問 4　　視床下部

問 5　　副交感神経

問 6　　標的細胞がホルモンｃの刺激を受け取れなくなったりする。（27文字）

問 7　　免疫異常によりホルモンｃ分泌細胞が破壊され，ホルモンｃが分泌されなくなった。

［Ⅳ］
問 1
ア：⑴ イ：⑸ ウ：⑼

問 2
A：多い B：少ない C：遅い D：速い E：長い
F：短い



2徳島文理大学　2026　公募Ⅱ　薬・香薬　生

問 3
ａ：③ ｂ：② ｃ：① ｄ：② ｅ：③

問 4　　雄 5匹，雌 5匹である。総数 1000 を確保するためには，1000 ÷ 5 = 200 個以上

問 5　　産卵数が多いが，親の保護がないので捕獲や捕食される。（25文字）

問 6　　「新たな移出・移入」または，「新たな出生や死亡」

問 7
正解：全体数 = 100 × 120 ÷ 15 = 800 個体

個体群密度 (個体数/m 3)= 800 ÷ 160 = 5 個体/m 3


